
稲
葉
家
展
示
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト　

二

稲
葉
束
・
喬　

～
昭
和
前
期
の
稲
葉
家
～

上　稲葉束・喬【写真Ａ００８】、中左　稲葉束・喬【写真Ｃ００７】
中左　稲葉束・喬【写真Ａ１０３】、下　稲葉束婚礼写真（昭和１８年４月２日）【写真Ｂ７７０】



　

は
じ
め
に

　

稲
葉
束
・
喬
は
、
一
三
代
稲
葉
市
郎
右
衛
門
景
介
の
長
男
・
次
男
で
す
。

　

長
男
の
束
（
つ
か
ね
）
は
、
久
美
浜
町
久
美
谷
村
組
合
立
久
美
尋
常
高
等
小
学
校
へ
入
学

後
、
六
年
生
の
時
に
京
都
市
立
銅
駝
尋
常
小
学
校
へ
転
校
・
卒
業
し
て
い
ま
す
。
京
都
府
立

京
都
第
一
中
学
校
（
現
在
の
洛
北
高
校
）
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
に
入

学
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
、
理
研
保
温
材
工
業
所
や
宮
地
鉄
工
所
へ
勤
め
て
い
ま
す
。

戦
時
下
に
入
っ
た
昭
和
一
八
年
三
月
に
結
婚
し
、昭
和
一
九
年
六
月
二
五
日
に
召
集
を
受
け
、

昭
和
二
〇
年
四
月
一
九
日
に
沖
縄
の
西
原
・
我
如
古
（
現
在
の
沖
縄
県
浦
添
市
・
宜
野
湾
市
）

に
て
迫
叀
砲
を
受
け
戦
死
し
ま
し
た
。

　

次
男
の
喬
（
た
か
し
）
は
久
美
浜
町
久
美
谷
村
組
合
立
久
美
尋
常
高
等
小
学
校
へ
入
学
後
、

五
年
生
の
時
に
京
都
市
立
銅
駝
尋
常
小
学
校
へ
転
校
・
卒
業
し
て
い
ま
す
。
京
都
府
立
京
都

第
二
中
学
校
（
現
在
の
鳥
羽
高
校
）
卒
業
後
、
広
島
高
等
学
校
（
現
在
の
広
島
大
学
）
文
科

甲
類
へ
入
学
し
、陸
上
競
技
を
得
意
と
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
、神
戸
商
業
高
等
学
校
（
現

在
の
神
戸
大
学
）
へ
入
学
し
ま
し
た
が
す
ぐ
に
退
学
し
、
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
京
大

学
）
経
済
学
部
へ
入
学
し
ま
し
た
。
昭
和
一
六
年
三
月
に
学
士
試
験
に
合
格
、卒
業
し
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
、
昭
和
電
工
株
式
会
社
大
町
工
場
へ
就
職
し
、
召
集
後
、
昭
和
一
九
年
六
月

一
三
日
に
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
下
の
ビ
ル
マ
で
死
亡
し
ま
し
た
。

　

跡
継
ぎ
と
な
る
二
人
の
男
子
の
戦
死
は
、
昭
和
前
期
の
稲
葉
家
に
と
っ
て
悲
劇
と
い
う
べ

き
出
来
事
で
し
た
。

　

本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
残
さ
れ
た
文
書
と
写
真
資
料
な
ど
か
ら
、
稲
葉
束
と
喬
の
兄
弟

を
通
し
て
、
昭
和
前
期
の
稲
葉
家
の
動
き
を
見
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

（
文
中
人
名
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

　

一
．
稲
葉
束
・
喬
の
誕
生
と
小
・
中
学
生
時
代 

　

束
は
、
大
正
二
年
二
月
二
三
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。
三
～
四
ヶ
月
前
後
の
時
期
に
は
、
風

邪
を
ひ
い
て
小
児
科
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
親
戚
宛
の
書
簡
か
ら
わ
か
り
ま
す
（
稲
葉
家

文
書
Ｃ
六
七
‐
三
三
五
ほ
か
）。
姉
の
曽
根
は
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
は
じ
め
て
の
男
児

と
い
う
こ
と
で
、
大
事
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
久
美
浜
町
久
美
谷
村
組
合

立
久
美
尋
常
高
等
小
学
校
へ
入
学
後
、六
年
生
の
時
に
京
都
市
立
銅
駝
尋
常
小
学
校
へ
転
校
・

卒
業
し
て
い
ま
す
。
京
都
府
立
京
都
第
一
中
学
校
卒
業
後
、
昭
和
六
年
四
月
に
は
早
稲
田
大

学
専
門
部
政
治
経
済
科
に
入

学
し
ま
し
た
。

　

次
男
喬
は
、
大
正
三
年
九

月
一
〇
日
に
誕
生
し
ま
し

た
。「
大
正
参
年
秋　

喬
出

生
到
来
帳
」（
稲
葉
家
文
書

Ｃ
六
五
‐
〇
三
四
）
に
は
、

九
月
一
四
日
よ
り
一
一
月

一
二
日
ま
で
に
稲
葉
家
へ
届

い
た
出
生
祝
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
〇
月
二
五
日
に

は
宮
参
り
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
折
の
献
立
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

喬
は
、
久
美
浜
町
久
美
谷

村
組
合
立
久
美
尋
常
高
等
小

学
校
へ
入
学
後
、
五
年
生
の

時
に
京
都
市
立
銅
駝
尋
常
小

学
校
へ
転
校
・
卒
業
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
京
都
府
立
第

二
中
学
校
を
卒
業
し
、
昭
和

九
年
四
月
に
は
広
島
高
等
学

校
（
現
在
の
広
島
大
学
）
へ

入
学
し
ま
し
た
。

喬（中央）・曽根（左）・束（右）
【写真ガラス乾板０９５（陰陽反転）】

大正三年秋喬出生祝到来帳
【稲葉家文書Ｃ６５－０３４】



右上　左より稲葉曾根、小松、喬、束
　　　　【写真ガラス乾板１７１（陰陽反転）】
右中　卒業証書【稲葉家文書Ｃ５５－１６８】
右下　卒業証書【稲葉家文書Ｃ５５－１７０－１】
左上　稲葉束【写真Ａ００１】
左下　稲葉喬【写真Ａ００２】



 　

二
．
稲
葉
束
の
早
稲
田
大
学
時
代

　

束
は
、
京
都
府
立
京
都
第
一
中
学
校
卒
業
後
、
昭
和
六
年
四
月
に
早
稲
田
大
学
専
門
部
政

治
経
済
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
当
時
の
資
料
と
し
て
は
、
写
真
ア
ル
バ
ム
二
冊
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ル
バ
ム
に
は
、
早
稲
田
大
学
の
構
内
や
親
友
の
写
真
、
久
美
浜
へ
帰
っ
て
き
た

時
の
写
真
な
ど
が
あ
り
、
こ
ま
め
な
メ
モ
の
お
か
げ
で
束
の
動
き
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
昭

和
七
年
に
は
、
大
学
の
親
友
が
久
美
浜
へ
遊
び
に
来
て
お
り
（
写
真
Ａ
〇
五
八
～
〇
六
一
）、

昭
和
八
年
に
は
家
族
で
出
雲
方
面
へ
旅
行
し
、
三
朝
温
泉
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
（
写
真
Ａ

一
〇
〇
～
一
〇
三
）。
同
年
夏
に
は
親
友
と
黒
部
方
面
へ
旅
行
し
て
い
ま
す
（
写
真
Ａ
一
三
二

～
一
三
五
）。
ま
た
バ
イ
オ
リ
ン
や
弓
道
を
嗜
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
当
時
の
状
況
が

わ
か
る
も
の
と
し
て
、
富
士
山
麓
に
て
あ
っ
た
野
外
軍
事
演
習
の
写
真
が
あ
り
ま
す
（
写
真

Ａ
一
一
六
～
一
二
二
）。
大
学
で
は
、
軍
事
教
練
も
行
わ
れ
て
お
り
、
卒
業
証
書
と
と
も
に
「
教

練
検
定
合
格
証
明
書
」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
五
五
‐
一
七
一
‐
二
）

右上　早稲田大学入学当時の稲葉束【写真Ａ０２７】
右下　束・曾根・小松・喬【写真Ａ０３７】
左上　山陰旅行のひとこま【写真Ａ１００】
左中　大学時代の親友たち【写真Ａ０８２】
左下　富士山野外演習【写真Ａ１１９】



左上　大学時代の親友【写真Ａ０８０】、中上　バイオリンを弾く束
【写真Ａ０８３】、　右上　弓道をする束【写真Ａ０３８】、左中　読書
をする束【写真Ａ０８６】、右中　徴兵検査記念写真【写真Ａ１４０】、
左下　教練検定合格証明書【稲葉家文書Ｃ５５－１７１－２】
右下　卒業証書【稲葉家文書Ｃ５５－１７１－１】



　

三
．
結
婚
前
の
稲
葉
束

　

稲
葉
束
は
、
昭
和
九
年
三
月
に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
五
五
‐

一
七
一
‐
一
）。
そ
の
後
、
久
美
浜
に
帰
っ
て
い
る
時
期
も
あ
り
、
地
元
の
青
年
団
活
動
に

参
加
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、主
と
し
て
東
京
に
在
住
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
一
三
年
の「
京

一
中
同
窓
会
京
浜
支
部
名
簿
」（
稲
葉
家
文
書
Ｄ
七
二
‐
〇
四
三
）
に
は
、
一
三
代
市
郎
右

衛
門
の
住
所
が
東
京
市
渋
谷
区
神
泉
町
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
事
情
が
わ
か
る
資

料
は
少
な
く
、
詳
細
な
点
は
不
明
で
す
が
、
ミ
ネ
ラ
ル
フ
ェ
ル
ト
を
開
発
し
た
（
稲
葉
家
文

書
Ｃ
五
二
‐
三
二
一
～
三
二
四
）
理
研
保
温
材
工
業
所
を
昭
和
一
四
年
八
月
九
日
に
退
職
し

（
写
真
Ａ
三
二
七
）、
そ
の
後
は
、
宮
地
鉄
工
所
に
勤
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

束
は
、
余
暇
に
ス
キ
ー
場
な
ど
を
含
む
各
地
へ
旅
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
風
俗

人
形
」
と
墨
書
さ
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
て
い
た
お
み
や
げ
品
（
稲
葉
家
民
具
民
〇
〇
一
）、

手
帳
・
各
地
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
用
品
の
カ
タ
ロ
グ
・
陸
地
測
量
部
五
万
分
の

一
地
形
図
（
稲
葉
家
文
書
Ｄ
七
四
）、
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

 

　

束
は
、
昭
和
九
年
七
月
に
江
ノ
島
（
写
真
Ａ
一
六
六
～
一
七
三
）、
同
年
一
一
月
に
犬
養

健
・
芦
田
均
と
の
集
合
写
真
の
撮
影
（
写
真
Ａ
一
八
一
）、
昭
和
一
〇
年
四
月
に
修
養
団
講

習
（
写
真
Ａ
二
〇
五
）、
同
年
九
月
に
久
美
浜
の
青
年
団
長
と
し
て
陸
上
大
会
に
優
勝
（
写

真
Ａ
二
〇
九
～
二
一
七
）、
昭
和
一
一
年
一
月
に
神
鍋
山
ス
キ
ー
場
（
写
真
Ａ
二
三
一
）、
昭

和
一
二
年
九
月
に
上
高
地
（
写
真
Ａ
二
六
七
～
二
七
一
）、
昭
和
一
三
年
二
月
に
湯
沢
・
石
打

ス
キ
ー
場
（
写
真
Ａ
二
〇
九
～
二
一
七
）、
同
年
六
月
に
箱
根
・
駒
ヶ
岳
（
写
真
Ａ
二
八
〇
～

二
八
三
）、
同
年
八
月
に
大
磯
海
岸
（
写
真
Ａ
二
九
一
～
三
〇
〇
）、
昭
和
一
四
年
一
月
一
日
に

霧
ヶ
峰
ス
キ
ー
場
（
民
〇
〇
一
・
写
真
Ａ
三
一
六
）、
同
年
一
月
三
一
日
に
山
中
湖
ス
ケ
ー
ト

（
民
〇
〇
一
・
写
真
Ａ
三
四
九
～
三
五
三
）、
同
年
三
月
一
九
日
に
伊
豆
大
島
（
民
〇
〇
一
・

写
真
Ａ
三
二
〇
～
三
二
一
）、
同
年
一
〇
月
一
六
日
に
鬼
怒
川
温
泉
（
民
〇
〇
一
・
写
真
Ａ

三
三
〇
）、
同
年
一
一
月
三
日
に
奥
多
摩
（
民
〇
〇
一
・
写
真
Ａ
三
三
一
～
三
三
四
）、
昭
和

一
五
年
一
月
一
日
に
妙
高
高
原
（
民
〇
〇
一
・
写
真
Ａ
三
三
九
～
三
四
二
）、
同
年
一
月
一
六
日
に

菅
平
ス
キ
ー
場
・
根
子
岳
（
民
〇
〇
一
・
写
真
Ａ
三
四
三
～
三
四
八
）、
同
年
四
月
二
九
日
に

水
上
温
泉
（
民
〇
〇
一
）
へ
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
束
は
、
謡
曲
を

た
し
な
ん
で
い
た
よ
う

で
す
。
昭
和
一
七
年
に

は
、「
南
謡
会
」
と
い

う
会
を
作
り
、
月
ご

と
の
例
会
を
会
員
の
自

宅
持
ち
回
り
で
行
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書

Ｄ
七
二
‐
〇
三
三
～

〇
三
七
）。

上　祭礼のようす【写真Ａ１７６】
中　犬養健・芦田均と【写真Ａ１８１】
下　神鍋山スキー場【写真Ａ２３１】



右上　　　天橋立にて【写真Ａ２５５】
右二段目　河口湖スケート【写真Ａ３４９】
右三段目　各地のみやげ品
　　　　　【稲葉家民具民００１】
右四段目　南謡会例会案内
　　　　　【稲葉家文書Ｄ７２－０３３～０３７】
左上　　　霧ケ峰スキー場【写真Ａ３１６】
左下　　　理研保温材工業所退社時
　　　　　【写真Ａ３２７】



　

四
．
稲
葉
喬
の
広
島
高
等
学
校
時
代

　

喬
は
、
京
都
府
立
京
都
第
二
中
学
校
卒
業
後
、
昭
和
九
年
四
月
に
広
島
高
等
学

校
（
現
在
の
広
島
大
学
）
文
科
甲
類
へ
入
学
し
ま
し
た
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
四
九
‐

〇
三
六
）。
一
年
の
時
に
は
学
級
総
代
と
な
っ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
五
五
‐

一
七
二
）。
こ
の
時
の
写
真
ア
ル
バ
ム
二
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
学
生
生
活

の
風
景
が
わ
か
り
ま
す
。
束
の
ア
ル
バ
ム
と
は
異
な
り
メ
モ
が
少
な
い
た
め
、
細
か

い
年
代
や
撮
影
場
所
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
写
真
に
は
、
宮
島
や
被
爆
前
の
広
島
の
風

景
が
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
束
と
同
様
に
、軍
事
教
練
の
風
景
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

喬
は
、
陸
上
競
技
が
得
意
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
在
学
中
は
陸
上
競
技
部
に
在

籍
し
て
い
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部
同
窓
会
の
双
葉
会
の
会
報
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
九

‐
九
二
三
）
に
よ
れ
ば
、
走
高
跳
の
項
目
に
、
大
学
陸
上
部
歴
代
二
位
の
一
七
一
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
物
語
る
よ
う
に
、
写
真
ア
ル
バ

ム
の
中
に
は
、
走
高
跳
な
ど
陸
上
競
技
の
風
景
を
写
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
残
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
喬
は
、
在
学
中
よ
り
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
京
大

学
）
受
験
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
昭
和
九
・
一
一
年
度
の

入
試
問
題
を
手
元
に
も
っ
て
い
ま
し
た
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
四
九
‐

〇
三
七
・
〇
三
八
）。

　

昭
和
一
二
年
三
月
に
は
広
島
高
等
学
校
文
科
を
卒
業
し
ま
す

（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
五
五
‐
一
七
三
）。
卒
業
時
に
は
、
広
島
高
等
学

校
を
経
由
し
て
東
京
帝
国
大
学
へ
出
願
し
て
い
た
こ
と
（
稲
葉
家

文
書
Ｃ
五
五
‐
一
一
六
九
）、
あ
わ
せ
て
徴
兵
猶
予
を
出
願
し
て

い
ま
し
た
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
五
五
‐
一
一
七
一
）。
し
か
し
こ
の

年
は
、
東
京
帝
国
大
学
へ
入
学
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
神

戸
商
業
大
学
（
現
在
の
神
戸
大
学
法
学
部
・
経
済
学
部
・
経
営
学

部
）
へ
入
学
し
ま
し
た
。

右上　在学中の稲葉喬【写真Ｄ１０５】
右下　在学中の風景【写真Ｄ１７３】
左上　走高跳【写真Ｄ１０９】
左下　厳島神社にて集合写真【写真Ｄ１３３】



右上　「高等学校前停留所」【写真Ｄ１９９】
右中　軍事教練の風景【写真Ｄ１７４】
右下　卒業証【稲葉家文書Ｃ５５－１７３】
左上　広島の風景【写真Ｄ１９０】
左中　双葉会会報と稲葉喬の記録部分
　　　【稲葉家文書Ａ１９－９２３】
左下　東大入学試験問題【稲葉家文書Ｃ４９－０３８】



　

五
．
稲
葉
喬
の
東
京
帝
国
大
学
時
代
と
そ
の
後

　

喬
は
、
昭
和
一
三
年
に
念
願
の
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
商
業
学
科
へ
入
学
を
果
た
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
神
戸
商
業
大
学
を
退
学
し
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
四
九
‐
〇
三
九
）。

当
時
、
父
親
の
一
三
代
市
郎
右
衛
門
や
兄
の
束
が
東
京
に
住
ん
で
お
り
、
父
や
兄
と
一
緒
に

生
活
し
な
が
ら
通
学
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
当
時
の
写
真
は
ほ
と
ん
ど

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
喬
は
、
帝
大
に
お
い
て
も
陸
上
競
技
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟
の
手
帳
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
九
‐
八
八
四
）
や
昭
和
一
四
年
度

の
運
動
会
会
員
証
（
稲
葉
家
文
書
Ｄ
一
〇
八
‐
五
七
二
）
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

一
四
年
の
手
帳
に
は
、七
月
二
二
日
に
京
都
帝
国
大
学
に
て
全
国
高
校
陸
上
競
技
大
会
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
品
川
発
の
夜
行
で
京
都
へ
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た

出
身
の
広
島
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
に
つ
い
て
も
、
同
窓
会
報
（
双
葉
会
）
や
六
高
（
現
在

の
岡
山
大
学
）
と
の
対
戦
に
つ
き
声
援
の
願
書
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
九
‐
九
三
四
）
が
残
さ

れ
て
い
る
た
め
、
卒
業
後
も
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
当
時
の
大
学
の
講
義

時
間
割
が
手
帳
に
挟
ん
だ
状
態
で
残
さ
れ
て
お
り
、
毎
週
月
曜
日
の
朝
に
は
軍
事
教
練
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
、平
常
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
喬
は
、

昭
和
一
六
年
三
月
に
学
士
試
験
に
合
格
し
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
ま
す
（
稲
葉
家
文

書
Ｃ
五
五
‐
一
七
六
）。
そ
の
後
、
喬
は
昭
和
電
工
株
式
会
社
大
町
工
場
へ
就
職
し
て
お
り
、

信
州
へ
引
越
し
し
ま
し
た
。
昭
和
一
八
年
三
月
に
は
、兄
の
束
が
結
婚
し
て
お
り
、東
京
で
あ
っ

た
披
露
宴
に
出
席
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
六
二
‐
六
四
八
‐
二
）。

右上　神戸商業大学退学許可証
　　　【稲葉家文書Ｃ４９－０３９】
右中　鉄道省学生割引証
　　　【稲葉家文書Ｄ７４－００３、Ｄ１０８－５６８】
左上　東京帝国大学在学時の稲葉喬
　　　【写真Ｄ０２８】
左中　学生競技者手帳
　　　【稲葉家文書Ａ１９－８８４】
右下　学生競技者手帳に挟まれていた時間割
　　　【稲葉家文書Ａ１９－８８４】
左下　昭和１４年度運動会会員証
　　　【稲葉家文書Ｄ１０８－５７２】



右上　東京帝国大学卒業証書
　　　【稲葉家文書Ｃ５５－１７６】
左上　稲葉喬が使っていたペーパーホルダー
　　　【稲葉家文書Ｃ４９－０３６～０４５】
右中　社員訓【稲葉家文書Ａ１９－９１８】
左中　生産戦争に対する吾人の覚悟
　　　【稲葉家文書Ａ１９－９４１】
右下　産報指導者手帳
　　　【稲葉家文書Ａ１９－８８６】
左下　限界ゲージカタログ
　　　【稲葉家文書Ａ１９－９４２】



　

六
．
稲
葉
束
の
結
婚

　

束
は
、
戦
時
中
の
昭
和
一
八
年
正
月
に
結
納
し
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
六
二
‐
六
四
〇
）、
同

年
三
月
二
八
日
に
、
東
京
帝
国
ホ
テ
ル
に
て
挙
式
し
ま
し
た
。
関
係
資
料
は
、｢

束
婚
儀

諸
件｣

と
書
か
れ
た
紙
袋
に
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
六
二
‐

六
三
七
～
六
六
四
）。

　

一
件
書
類
か
ら
、
披
露
宴
は
三
月
二
八
日
（
写
真
Ｄ
〇
五
一
・
〇
八
一
）
と
四
月
四
日
に
、

帝
国
ホ
テ
ル
を
会
場
に
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
束
の
友
人
を
招
待
し
た
四
月
四
日

分
に
つ
い
て
は
、
差
支
え
が
あ
っ
た
た
め
、
四
月
八
日
に
延
期
さ
れ
、
会
場
を
大
東
亜
会
館

に
変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
六
二
‐
六
六
四
‐
九
）。ま
た
四
月
二
日
に
は
、

京
都
都
ホ
テ
ル
に
て
、
両
家
親
族
の
懇
親
の
宴
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
六
二

‐
六
四
九
、
写
真
Ｂ
七
七
〇
）。

　

一
連
の
資
料
に
は
、
招
待
状
と
と
も
に
、
返
信
葉
書
や
式
・
披
露
宴
の
席
次
を
記
し
た

メ
モ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
当
日
の
写
真
も
あ
り
ま
す
（
写
真
Ｂ
七
七
〇
、
Ｄ

〇
五
一
・
〇
五
九
・
〇
八
一
）。

束・妙子婚礼写真（昭和１８年３月２８日）【写真Ｄ０５９】

束・妙子婚礼写真（昭和１８年３月２８日）【写真Ｄ０８１】



束婚儀諸件封筒【稲葉家文書Ｃ６２－６３７～６６４】

結婚披露宴案内状【稲葉家文書Ｃ６２－６４５】懇親の宴案内状【稲葉家文書Ｃ６２－６４９】

喬の返信葉書【稲葉家文書Ｃ６２－６４８－２】



　

七
．
戦
時
下
の
稲
葉
家
で
使
わ
れ
た
も
の

　

木
棚
に
納
め
ら
れ
た
資
料
で
す
。
以
下
の
資
料
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

①
防
毒
面
三
面
（
紙
箱
入
）

｢

（
紙
箱
印
字
）
甲
二
號 

共
和　

昭
和
一
七
年

一
二
月｣

｢

（
防
毒
面
印
字
）
一
七
式
防
空
用
防
毒
面 

昭
和

一
七
年
十
一
月｣

紙
箱
包
紙
新
聞
紙　

読
売
報
知
昭
和
一
九
年
三

月
三
日　

｢

（
包
紙
上
書
）
防
毒
マ
ス
ク｣

②
ス
タ
ン
ド

③
鉄
カ
ブ
ト
三
点

包
紙
新
聞
紙　

読
売
報
知
昭
和
一
九
年
三
月
三

日　

｢

（
包
紙
上
書
）
鉄
兜
三
ケ｣

④
木
三
宝
二
点　

包
布
入

⑤
遮
光
ス
タ
ン
ド
傘　

大
二
、
小
二

戦
時
下
の
緊
迫
し
た
よ
う
す
が
わ
か
る
資
料
で

す
。

　

八
．
稲
葉
束
と
喬
の
出
征 

　

束
は
、
太
平
洋
戦
争
後
期
の
昭
和
一
九
年
六
月
二
五
日
に
再
応
召
を
受
け
北
支
方
面
へ
出

征
し
ま
し
た
。
召
集
令
状
（
い
わ
ゆ
る
赤
紙
）
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

出
征
に
伴
っ
て
関
係
者
よ
り
餞
別
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
熨
斗
袋
（
稲
葉
家
文
書

Ｃ
八
九
‐
二
六
二
）
や
餞
別
控
（
稲
葉
家
文
書
Ａ
一
一
‐
〇
〇
九
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
出
征
に
あ
た
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
日
の
丸
寄
書
（
稲
葉
家
民
具
衣
四
〇
‐
一
・
二
）

が
残
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
人
々
や
親
類
、
関
係
者
の
名
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
父
一
三
代
市

郎
右
衛
門
（
紫
鱗
）
の
俳
句
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
経
緯
が
わ
か
る
資
料
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
昭
和
二
〇
年
四
月
に
束
は
、
米
軍
が
上
陸
し
た
沖
縄
に
て
従
軍
し
て
い
ま
し
た
。

　

喬
は
、
束
の
再
応
召
ま
で
の
間
に
応
召
さ
れ
て
従
軍
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
経
緯
の
わ
か
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
喬
は
、
年
月
日
不
詳
の
資
料
で
は

あ
り
ま
す
が
、
遺
言
状
を
書
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
中
身
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
封
筒

の
み
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
八
九
‐
一
三
九
）。

　

九
．
稲
葉
束
・
喬
の
戦
死

　

束
は
、
昭
和
二
〇
年
四
月
一
九
日
に
、
沖
縄
の
西
原
・
我
如
古
（
現
在
の
沖
縄
県
浦
添
市
・

宜
野
湾
市
）
に
て
、
米
軍
の
迫
叀
砲
を
受
け
戦
死
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
よ
う
す
に
つ
い
て
は
、
同
じ
部
隊
に
所
属
し
て
い
た
同
僚
か
ら
、
戦
後
の
昭

和
二
一
年
一
月
二
一
日
付
葉
書
に
よ
り
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
五
二
‐

一
五
八
）。
連
絡
の
任
務
を
終
え
、
部
隊
へ
戻
る
途
中
に
起
こ
っ
た
悲
劇
で
し
た
。

「
謹
啓
前
略
御
免
被
下
度
候　
　
　
　
　

   

愚
生

稲
葉
束
君
と
は
応
召
以
来
死
ね
ば
共
に
と
互
に
誓
つ

た
戦
友
に
て
候
然
る
に
我
一
人
不
甲
斐
な
く
生
き
永
へ
て
今

此
の
悲
報
を
送
ろ
う
と
は
誠
に
皆
々
様
に
対
し
て
心
痛
の
極
み

に
て
候
同
君
は
四
月
十
九
日
連
絡
の
任
を
了
へ
そ
の
帰
途

敵
迫
叀
砲
の
た
め
右
脚
及
腹
部
に
破
片
創
を
受
け
天

晴
な
る
戦
死
を
遂
げ
さ
せ
ら
れ
候

束・妙子婚礼写真（昭和１８年３月２８日）【写真Ｄ０８１】

遺言状封筒【稲葉家文書Ｃ８９－１３９】

防毒面・鉄カブト・遮光スタンド傘【稲葉家民具他００５】



鳴
々
此
の
便
り
を
読
ま
れ
る
御
遺
族
の
心
中
を
察
す
る
時
既

に
覚
悟
と
は
言
へ
如
何
ば
か
り
と
涙
に
さ
そ
は
れ
申
候
何
れ
詳
細
は

追
て
御
伝
へ
申
す
可
く
候
共
先
づ
左
手
に
て
乱
筆
以
て
御
一
報
迄
」

　

束
の
戦
死
の
公
報
は
、
昭
和
二
一
年
に
稲
葉
家
に
届
き
ま
し
た
。
一
番
早
い
も
の
は
、
昭

和
二
一
年
二
月
一
日
付
留
守
業
務
部
か
ら
の
も
の
で
あ
り
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
五
二
‐
一
六
〇
）、

七
月
一
八
日
に
死
亡
告
知
書
（
稲
葉
家
文
書
Ｃ
五
二
‐
一
六
一
）
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

喬
は
、
昭
和
一
八
年
三
月
の
束
の
披
露
宴
か
ら
一
九
年
の
間
に
は
応
召
さ
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
経
緯
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
最
後
は
、「
死
の
行
進
」
と
呼
ば
れ
た
イ
ン
パ
ー

ル
作
戦
に
従
軍
し
、昭
和
一
九
年
六
月
一
三
日
に
ビ
ル
マ
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
葬
儀
は
、

同
年
一
一
月
に
行
わ
れ
、
香
典
控
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書
Ｄ
九
〇
‐
一
三
三
）

ま
た
喬
の
死
亡
告
知
書
は
、
昭
和
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
に
届
い
て
い
ま
す
（
稲
葉
家
文
書

Ｃ
五
二
‐
一
五
七
）。
大
正
時
代
に
与
謝
・
中
郡
長
を
歴
任
し
、
一
三
代
市
郎
右
衛
門
と
も

親
交
の
あ
っ
た
宮
津
町
の
山
本
三
省
は
、
束
・
喬
の
戦
死
に
伴
い
、
哀
悼
の
挽
歌
を
詠
ん
で

お
り
、
短
冊
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
束
挽
歌
は
稲
葉
家
文
書
Ｄ
九
〇
‐
〇
九
六
、
喬
挽
歌
は

稲
葉
家
文
書
Ｃ
六
〇
‐
〇
二
〇
）。

　

稲
葉
家
は
後
継
ぎ
と
な
る
は
ず
の
男
子
二
人
を
戦
争
で
相
次
い
で
失
い
ま
し
た
。
江
戸
時

代
か
ら
続
い
た
稲
葉
家
に
と
っ
て
太
平
洋
戦
争
は
、
最
大
の
悲
劇
で
し
た
。

死亡告知書（喬）【稲葉家文書Ｃ５２－１５７】 死亡告知書（束）【稲葉家文書Ｃ５２－１６１】

束の戦死のようすを知らせた書簡
【稲葉家文書Ｃ５２－１６１】



右上・右下　日の丸寄書【稲葉家民具衣４０－１・２】
左上　稲葉束追悼短冊【稲葉家文書Ｄ９０－０９６】
左下　稲葉喬追悼短冊【稲葉家文書Ｃ６０－０２０】

稲葉家展示解説リーフレット２

　稲葉束・喬　～昭和前期の稲葉家～
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